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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,84 46,02 +0,18 45,77 +0,25

USD / BRL Spot BRL 2,2323 2,2214 -0,0109 2,2689 -0,0475

USD / JPY Spot JPY 102,33 102,20 -0,13 103,88 -1,68

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 51.627 52.980 +1.353 51.701 +1.279

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 148,0 147,0 -1,0 167,3 -20,3

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,34 12,25 -0,09 12,63 -0,38

DI Future Jul15（金利先物） % 11,54 11,49 -0,05 11,67 -0,18

3 Months US Dollar Libor % 0,223 0,223 +0,000 0,230 -0,007

CRB Index（国際商品指数） Index 307,0 307,1 +0,1 301,3 +5,8

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 5月1日

先週金曜日のドルレアルスポット相場はルセフ大統領の支持率低下への思惑からレアル買い優勢となる
展開でした。朝方は、米雇用統計が市場予想を上回る良好な数字だったためドル買い優勢となり、一時
２．２４台へドル高レアル安が進みました。しかし、米国の回復は結果的にブラジルにもポジティブに働くとの
連想からレアル売りは長続きせず２．２３台へレアルは買い戻されました。その後も週末に発表される世論
調査で再びルセフ大統領の予想得票率が低下するとの思惑からレアルは続伸し、２．２１台半ばへレアル
高が進みました。午後は週末を控えて２．２２を挟んだもみ合いとなり、結局２．２２台前半で引けています。

週末に発表されたセンサス・インスティチュートによる世論調査では、ルセフ大統領に投票すると答えた人
の割合が３５％だったのに対し、ネーベス及びカンポスはそれぞれ２３．７％、１１％となり、第一回目の投票
でルセフ大統領が過半数を獲得するのは大変厳しくなるとの観測になりました。依然としてルセフ大統領が
優位であることは変わりありませんが、最近の支持率急低下を受けてルセフ大統領は所得税減税とボルサ
ファミリア増額を先週発表しています。これは世論調査の聞き取りが行われた後に発表されたものなので
未だ調査結果に反映されていませんが、ルセフ大統領は現職の強みを活かそうと動き出しました。ただ、
今年３月までのプライマリーバランスが対ＧＤＰ比で１．７５％と目標の１．９％を下回るなかでの大盤振舞い
は財政懸念を生むと同時にインフレ収束への本気度が疑われるでしょう。政権を維持するためとは言え、
改革を期待させる政策変更は後回しのままです。
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